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2　John Meyendorff, “Mysticism,” Oxford Dictionary of Byzantium, II Oxford 1991, p. 1431.





―― コンスタンティノス・クリュソマルロスの事例 (1140) を題材に ――
18
   その意味で研究史上の画期となるのは、Ｊ．グィヤールの 1978 年の論文「ビザンツの神秘家











    事件についての史料証言は限られるものの、17 世紀にレオン・アッラティオスが独自にクリュ
ソマルロス裁判の教会会議決定文面を校訂したもの（以下『判決文』）が、そのまま教会会議録
（Mansi ed.）および教会法集成 (Rhalles-Potles eds.) に収められ、後代に伝えられてきている 6。












頁；「「教会と社会」研究会」第18 回報告に対するコメント2008 年6 月28 日：URL:　http://www.es-ken.net/
uploads/abstract/0018_com1.pdf.
5　Jean Gouillard, Quatre procès de mystiques à byzance (vers 960-1143), Inspiration et autorité, in Revue 
des études byzantines 36 (1978) pp. 5-67.
6　以下の整理はGouillard (1978), pp. 29-39, 56-67.   V. Grymel, Les regestes de actes du Patriarchat de 






















































スが関わった著作『黄金神学章』の名前ばかりであるが言及がある。なお 14 世紀の写本（Parisinus 







7　J. Gouillard, L’hérésie dans l’empire byzantin jusqu’au XIIe siècle, in Travaux et Mémoires 1 (1965) 299-
324, esp. pp. 319-321.
8　例えばM. Angold, Church and Society in Byzantium under the Comneni, 1081-1261, Cambridge, 1995, pp. 487-490. 
9　例えばA. Golitzin, On the Mystical Life, the Ethical Discourses, vol. 3, New York 1997, pp. 179-181.
10　É. Patlagean, Aveux et désaveux d'hérétiques à byzance (XIe-XIIe siècles), in L'Aveu antiquité et moyen-
âge, Rome 1986, pp. 243-260, esp. pp. 250-251.





   そうしたアプローチの両方をカバーした R. M. パッリネッロ『１２世紀ビザンツにおける聖性・























mémoires 5 (1973) pp. 313-327.
12　Rosa Maria Parrinello, Santità, eresia e politica a Bisanzio nel XII secolo : Costantino Crisomallo, il falso 





























   クリュソマルロスに貼られた異端エンスシアスタイ（熱狂派）というレッテルは、4 世紀以前
からシリアに存在し 15 世紀にはアトス山においても用いられた異端メッサリアノイの数ある別
称の一つである。これは特定のセクト集団を指さず、ビザンツ世界における修道理念上の極端逸
15　B. Krivocheine, “The Writing of St. Symeon the New Theologian.” Orientalia Christiana Periodica, 20 
(1954), pp. 298-328; H. J. M. Turner, St Symeon the New Theologian and Dualist Heresies – Compassion 
and Constrasts, in St. Vladimir’s Theological Quarterly, 32-4 (1989), pp. 359-366.
16　Cod. Vat. gr. 492, fols. 171v, 172: R. Devreesse, Codices Vaticani Graeci, Tomus II (Codices 330-603), 
Vatican 1937, p. 312. マイクロフィルム版は米国セントルイス大学図書館に所蔵されたThe Knights of 































   クリュソマルロスの権威を認めない判決文の姿勢には、コムネノス朝期の教会判事たちが市井
や教会施設内での「
デ ィ ダ ス カ ロ イ
教導者」の無軌道な活動を統制し、教会による認証を得ていない活動家に対
する弾圧を行っていた事情があると考えられる。一般名詞では教師を意味するディダスカロイは、
18　B. Krivocheine, “The Writing of St. Symeon the New Theologian.” p.308.
19　 シ ュ メ オ ン の 活 動 に つ い て はH. G. M. Turner, St. Symeon the New Theologian and Spiritual Fatherfood, 
















   このクリュソマルロスの事例は、テキスト上の精神史分析以上に、歴史的文脈、社会背景への
理解がより丁寧に求められることを我々に示しているといえよう。そこで以下、ビザンツにおけ
る「異端と神秘主義」を論じることの可能性について述べて結語としたい。








20　 教 導 者（didaskaloi ）に つ い て はP. Magdalino, The Reform Edict of 1107, in Alexios I Komnenos, ed. 
M. Mullett and D. Smythe, 1989, pp. 119-218。ま た12 世 紀 に お け る ビ ザ ン ツ の 聖 者 の 実 相 に つ い て は、
P. Magdalino, The Byzantine Holy Man in the Twelfth Century, in The Byzantine saint, ed. S.Hackeled., 
London 1981, pp.51-66 参照。
21　たとえば『判決文』の英訳抜粋を提供しているハミルトンは、異端断罪の項目を重視したためか、この指導者
の資格にまつわる警告がしたためられた前文部分について訳出をすべて省いている。Christian dualist heresies 
in the Byzantine world, c. 650-c. 1450 : selected sources, J. Hamilton, B. Hamilton, and Y. Stoyanov, New York 































クィナスによれば「神の体験的認識（〔ラ〕cognitio experimentalis de Deo）と定義される。（中略）「体験」とい
う難解な概念はキリスト教神秘主義において、分析的でない直観的認識の契機をも抱合する。だからこそマイ
スター・エックハルトの神秘主義は、彼の知的洞察を十分考慮することなくしては理解できないのである。」『新
カトリック大事典』vol.3, 2002, 448-449 頁。
25　宮本久雄「神秘主義」『岩波キリスト教辞典』2006, 432-433 頁。なお「神秘思想」の語をspritualité の訳語に
充てる例もある。ルイ・ブイエ著；大森正樹他訳『キリスト教神秘思想史１：教父と東方の霊性』平凡社1996 年
（原題Histoire de la spiritualité chrétienne）















   また、ビザンツにおいて「神秘」について語ることは、霊的エリートの特権ではない。そもそ
も（ビザンツ）正教会においては、奉神礼（典礼）の場、神学の学習の場、各自の瞑想の時間や
聖職者から訓導を受ける時ですら、それ自体で神秘の主体的体験の場であり、神学はそのまま神
秘的観想の実践であった 28。東方教会の 3 人の「神学者 Theologos」の称号は、福音記者ヨアンネス、
ナジアンゾスのグレゴリオス、そして新神学者シュメオンに与えられているが、彼らは全て肯定
的な意味での「神秘主義者」なのである。








   ビザンツ世界では「神秘主義」的であること自体が異端の構成要件とされることはなかった。
神秘への接近が信仰生活において日常化している分、市井の指導者がともすれば制度教会の監
27　この点については、拙稿「ビザンツ帝国の異端対策」を参照。









世界が認識する異端類型は、Christological Heresies, Iconoclasm, Dualistic Heresies, Individual 









30　J. Meyendorff, “Mysticism, Byzantine,” The Dictionary of the Middle Ages, vol. 9, 1987, pp. 5-8.
